
                                                                                                                                     

 

 

    

「一中の良さとは？一中生の素晴らしさとは？」そんな質問を３年生に投げかけてみました。

最も長く一中に生活し、一中生として過ごしてきた３年生が一番よくわかるだろうと思ったから

です。全く予告なく急にお願いしたアンケートだったのですが、、、            

さすがです！３年生の回答は見事に同じような強い傾向が感じられました。ということは、信頼

性が高い回答だと言えるでしょう。次のような回答でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ３年生のみなさんが感じている「一中の良さ 一中生の素晴らしさ」とは、そのまま「３年

生の良さ ３年生がつくった一中の素晴らしさ」かもしれません。１，２年生のみなさん、  

あなたたちは何を受け継ぎますか？ 

  「一中イメージキャラクター・コンテスト」開催！               

     ３年生から受け継いだ「一中の良さ」（あいさつ、部活動、生徒会／ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、行事）や、「一中生の  

素晴らしさ」（明るく元気、個性豊か、仲が良い／協力的、メリハリ）をイメージに、『一中イメージ   

キャラクター』を募集します。 

 

～あなたはどう思いますか？～ 

Q1.「後輩にぜひ受け継いで欲しい 一中の良さ とは何ですか？」 

「あいさつ」 ３年生の約３分の１の人が「あいさつ」を挙げています。「誰にでも」「来校者に」「男女問

わず」というキーワードが一緒に記載されています。                                

「部活動」 大会成績のすごさや表彰の多さだけでなく、部活動中の一中生は輝いているようです。     

「生徒会活動・ボランティア活動」 多くの人が「盛り上がっている」と感じているのが、こういった    

「生徒主体の」活動です。                                         

「学校行事」 「運動会」を中心に、『協力』『迫力』というイメージが強いようです。 

 

Q2.「あなたが感じている 一中生の素晴らしさ とは何ですか？」 

「明るく元気」 「一中の良さ」と深く結びついていますね。                       

「個性豊か」 しかも「尊重されている」という言葉が一緒に使われていることが目立ちました。      

「仲が良い・協力的」 特に驚きだったのが「授業中」という言葉と結びつきが深い点です。「仲良く教え合

いができる」「協力して意見をまとめている」と回答した人がたくさんいました。                

「メリハリがある」 「授業と休み時間」「話を聞くべき時と活動すべき時」という言葉が一緒に出てきます。 


